






























































































いる週 1回 50分程度の療育のデータの内，201 X 年 7





































ション 6～8），介入期 2（セッション 9～11，セッショ
ン 20），介入期 3（セッション 12～14），介入期 4（セッ






































































































































































































Table 1 「じゃんけん」課題における Tau-U に基づく効果の分析結果
S TAU SD VARs Z
「じゃんけん」課題の従事率
トークンなし vs. トークンあり 67.00 0.93 23.49 552.00 2.85**
「じゃんけん」課題の正反応率
トークンなし vs. トークンあり 11.00 0.16 22.33 498.67 0.49 n.s.
注：時間的に先行する条件のトレンドを調整した
†p＜.10, *p＜.05, **p＜.01, ***p＜.001
Table 2 「おぼえてね」課題における Tau-U に基づく効果の分析結果
S TAU SD VARs Z
「おぼえてね」課題の従事率
トークンなし vs. トークンあり 123.00 0.88 34.16 1166.67 3.60***
「おぼえてね」課題の正反応率
トークンなし vs. トークンあり 74.00 0.53 34.16 1166.67 2.17*
注：時間的に先行する条件のトレンドを調整した

















































American Psychiatric Association（2013）. Diagnostic and
Statistical Manual of Mental Disorders Fifth Edition.
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